
①科研費電⼦申請システム≪リンク≫「研究者ログイン」をクリックします。



②e-RadのID・パスワードでログインします。

e-RadのID・パスワードをお忘れ
の場合は、教育企画・研究推進課
へご連絡ください。

○ID：お知らせいたします
○パスワード：
リセット後、再設定となります



③「交付内定・決定後の⼿続きを⾏う」をクリックします。



④「接続しています」の画⾯に推移しますので、
しばらくお待ちください。



⑤「研究活動の公正性の確保及び適正は研究費の使⽤について確認・制約すべき事項」の画⾯が
表⽰されます→確認し、☑を⼊れた後「次へ進む」をクリックしてください。

全ての項⽬に☑が⼊れられると、
「次へ進む」のボタンが押せるよう
になります。



⑥「⽀払請求書」を作成する必要がある課題の右欄にある
「課題状況の確認」をクリックします。

複数課題をお持ちの場合は、お持ちの課題が全て表⽰されますので、
基⾦の継続課題の「課題状況の確認」をクリックしてください。

（案内メールに「⽀払請求書」作成対象の課題番号を記載しています。）
※基⾦：課題番号にKを含むもの



⑦「必ず提出する書類」―「⽀払請求書」の欄に「⼊⼒」という緑の
ボタンがあります。→クリックします。

今回は「2025年度」の「⽀払請求書」
を作成・提出する必要があります。
※この書類を学振へ提出しないと、

翌年度の研究費が送⾦されません。



⑧「研究倫理教育の受講等について確認すべき事項」の画⾯が表⽰されます。
→確認し、☑を⼊れた後「次へ進む」をクリックしてください。

本学では、3年度に1度の「研究倫理教育」受講を
義務付けています。
なお、修了証は3年度⽬末まで有効です。

例）・前回2022年度に受講
修了証は2025年3⽉末まで有効
→2025年度の再受講対象です。

教育企画・研究推進課にて受講管理をしておりますので、
2025年度の再受講対象である場合も、☑を⼊れて
「次へ進む」をクリックしていただいて構いません。

全ての項⽬に☑が⼊れられると、
「次へ進む」のボタンが押せるよう
になります。



⑨「請求情報の⼊⼒」の画⾯に移ります。

「交付申請書（交付内定後に学振へ提出）」に
記載した⾦額がデフォルトで⼊⼒されています。

デフォルトで研究代表者の情報が⼊⼒されています。
念のため、誤りが無いかご確認ください。



⑩【請求額】という画⾯が表⽰されます。

2025年度所要⾒込額(A+B)
Estimated Required Amount for 
FY2025(A+B)

2024年度未使⽤⾒込額(A)
Estimated Unused Amount for 
FY2024(A)

2025年度請求額(B＝a＋b)
Invoiced Amount Fiscal for 
FY2025(B=a＋b)

作業を⼀時中断する場合は「⼀時保存」をクリックしてください。
⻑時間ログインしているとタイムアウトになる可能性がありますので、

こまめに⼀時保存することをおすすめします。

各項⽬の⼊⼒⽅法は
次ページから
順番にご案内いたします。



⑪まずは「2024年度未使⽤⾒込額」の⼊⼒から取りかかりましょう！

2025年度所要⾒込額(A+B)
Estimated Required Amount for 
FY2024(A+B)

2024年度未使⽤⾒込額(A)
Estimated Unused Amount for 
FY2024(A)

2025年度請求額(B＝a＋b)
Invoiced Amount Fiscal for 
FY2025(B=a＋b)

「未使⽤⾒込額」の
算出⽅法は次ページで

ご案内します。



⑫「未使⽤⾒込額」の算出⽅法について

「分担者の残額」および「年度内の使⽤予定⾦額」
を確認してください

YES

NO

分担者：南⼭⼤学所属 分担者：B⼤学所属

残額は、本学の科研費プロ≪
リンク≫から確認できます

ご本⼈へ
ご確認ください

① 分担者の残額 ： 円
−年度内の使⽤予定⾦額： 円

分担者の未使⽤⾒込額： 円

ご⾃⾝の残額を科研費プロ≪リンク≫で確認してください→

ご⾃⾝について、年度内に使⽤予定がある 例）3⽉に東京出張を予定している→

YES NO

②代表者の残額： 円

「未使⽤⾒込額＝①＋②」としてください

③代表者の使⽤予定⾦額： 円

「未使⽤⾒込額＝①＋②−③」としてください

分担者がいる

(1)「未使⽤⾒込額」は1万円区切りで
⼊⼒してください（概算で問題ありません）。
※3桁区切り不可

(2)3⽉までに現時点の残額を使い切る予定である
場合は、「未使⽤⾒込額」は「0円」で問題
ありません。

(3)年度末に最終的に残る⾦額と、今回⼊⼒する
「未使⽤⾒込額」は⼀致しなくても問題ありま
せん（学振にそこまで確認されません）。



⑬⑫で算出した⾦額を「2024年度未使⽤⾒込額」に⼊⼒します。

2025年度所要⾒込額(A+B)
Estimated Required Amount for 
FY2025(A+B)

2024年度未使⽤⾒込額(A)
Estimated Unused Amount for 
FY2024(A)

2025年度請求額(B＝a＋b)
Invoiced Amount Fiscal for 
FY2025(B=a＋b)



⑭次に「2025年度請求額」を⼊⼒します。

2025年度所要⾒込額(A+B)
Estimated Required Amount for 
FY2025(A+B)

2024年度未使⽤⾒込額(A)
Estimated Unused Amount for 
FY2024(A)

2025年度請求額(B＝a＋b)
Invoiced Amount Fiscal for 
FY2025(B=a＋b)

【直接経費】
教育企画・研究推進課より送付した
提出案内メールに記載されている
「2025年度請求額」の⾦額を転記
してください。

【間接経費】
直接経費×0.3が⾃動算出されます。
例）直接経費が300,000円の場合

→300,000円×0.3＝90,000円

2026年度以降も研究期間が継続し、研究計画を変更する予定がある場合は、
2025年度請求額を増額（前倒し使⽤）することができます。
この後の画⾯で、「前倒し使⽤の理由を⼊⼒」することが求められます。



⑮【請求額】の右上にある「再計算」をクリックします。

2025年度所要⾒込額(A+B)
Estimated Required Amount for 
FY2025(A+B)

2024年度未使⽤⾒込額(A)
Estimated Unused Amount for 
FY2024(A)

2025年度請求額(B＝a＋b)
Invoiced Amount Fiscal for 
FY2025(B=a＋b)

①「再計算」をクリックします

②「所要⾒込額」が更新されます

＝ ＋

※「再計算」をクリックした後、↑の数値（⾦額）に
更新されていることを確認してください。

所要⾒込額 未使⽤⾒込額 請求額



⑯続いて「前期分請求額」と「後期分請求額」の⼊⼒画⾯に移ります。

2025年度所要⾒込額(A+B)
Estimated Required Amount for 
FY2025(A+B)

2024年度未使⽤⾒込額(A)
Estimated Unused Amount for 
FY2024(A)

2025年度請求額(B＝a＋b)
Invoiced Amount Fiscal for 
FY2025(B=a＋b)

⼊⼒⽅法は次ページで
ご案内します。



⑰ 「所要⾒込額」が300万円以上か否か確認し、指⽰に従って⼊⼒します。

2025年度所要⾒込額(A+B)
Estimated Required
Amount for FY2025(A+B)
2024年度未使⽤⾒込額(A)
Estimated Unused
Amount for FY2024(A)
2025年度請求額(B＝a＋b)
Invoiced Amount Fiscal 
for FY2025(B=a＋b)

「所要⾒込額」が300万円以上である
NOYES

「うち前期分請求額」に
の全額を⼊⼒

してください。

画像の場合は
「1100000」です。

請求額

「うち後期分請求額」に
は0円と⼊⼒してください。

の⾦額を
「うち前期分請求額」と
「うち後期分請求額」に
10万円単位で振り分けて
ください。

請求額

振り分け⽅は⾃由です。

例）
請求額：2,400,000円
前期分：1,400,000円
後期分：1,000,000円

⼊⼒が完了したら
「⼀時保存して進む」を
クリックしてください。



⑱ 2名以上で研究を⾏う場合は、「所要⾒込額」と「請求額」をそれぞれの研究者へ振り分けて
ください→後に⼊⼒する画⾯が出てくるため、メモしておいてください。

2025年度所要⾒込額(A+B)
Estimated Required
Amount for FY2025(A+B)
2024年度未使⽤⾒込額(A)
Estimated Unused
Amount for FY2024(A)
2025年度請求額(B＝a＋b)
Invoiced Amount Fiscal 
for FY2025(B=a＋b)

代表者 分担者A 分担者B

50,000円 30,000円 20,000円

600,000円 300,000円 200,000円

650,000円 330,000円 220,000円

と で囲まれた⾦額は、メモして
おいてください。



⑲「⽀払請求書情報表⽰」の確認画⾯に移ります。

内容に問題無ければ、
「次へ進む」をクリックしてください。

修正したい箇所がある場合は、「⼀つ前に戻る」をクリックしてください。



⑳「補助事業者等の⼊⼒」画⾯に移ります。

＜注意事項＞を読んでおきましょう！



㉑「補助事業者等の⼊⼒」画⾯に移ります。
→「リスト規制対象貨物の輸出⼜は技術提供予定の有無」を登録します。

今年度より新たに追加された項⽬です。
研究分担者も電⼦申請システムで登録する

必要があります。
この項⽬の操作については、別紙のマニュ

アルをご確認ください。

・「⼀時保存」することで分担者が電⼦申請システム
で操作できるようになります。

・研究分担者がいる場合は、分担者に登録依頼して
ください。



㉒役割分担について⼊⼒してください。

・「研究代表者」「研究分担者」だけの記載は
不可です。

・「実験」「調査」といった「単語だけ」の記載
は不可です。
「△△の実験・データ分析」のように⽂章で
記載してください。

2025年度の役割分担を⼊⼒してください。



㉓⑱でメモした 内の⾦額を「当該年度の直接経費の所要額」に⼊⼒します。

当該年度（＝2025年度）の
直接経費の所要額（研究者別内訳）



㉔⑱でメモした 内の⾦額を「当該年度の直接経費の請求額」に⼊⼒します。

当該年度（＝2025年度）の
直接経費の請求額（研究者別内訳）

表⽰順も変更できます

内容に問題無ければ、
「次へ進む」をクリックして
ください。



2023年度
FY 2023

2024年度
FY 2024

2025年度
FY 2025
2026年度
FY 2026

㉕【該当者のみ】交付予定額を増額／減額する場合は、＊の箇所に⼊⼒します。

＊
＊

交付申請時の予定 変更後

この図では、2024年度の配分額を1,200,000円から1,500,000円に
変更したため（前倒ししている）、
2025年度の配分額が1,100,000円から800,000円に減額して
期間全体の総額が変わらないように調整している。



㉖【該当者のみ】研究費の前倒しをする場合は、以下2点について⼊⼒する必要があります。

（2025年度に）
前倒し⽀払請求の必要性、

前倒しを求める背景

後年度（2026年度以降を指す）
の交付予定額を減額しても研究

⽬的を達成できる理由



㉗【該当者のみ】「本年度以降の研究実施計画」を⼊⼒します。

本年度（2025年度）以降
の研究実施計画

「どのように研究計画を変更するのか」について説明をご⼊⼒ください。



㉘【該当者のみ】「50万円以上の物品を購⼊する予定」がある場合は、その情報を⼊⼒します。

「⼀時保存をして進む」
をクリックする



㉙これまで⼊⼒してきた内容がPDFファイルに変換されます。

「⽀払請求書の確認」という
⻘いボタンをクリックすると、
PDFに変換された書類をダウン
ロードすることができます。
→内容に問題無いかどうか、
最終確認をしてください。



㉚「確認完了・送信」をクリックすると、書類が教育企画・研究推進課へ送信されます。

「確認完了・送信」をクリック



㉛以下の画⾯が表⽰されますので、「OK」をクリックします。

研究推進係（科研費担当）アドレス
kenkyu-support@nanzan-u.ac.jp

メールまたはお電話で、
「提出完了された」旨、
教育企画・研究推進課へご⼀報
をお願いいたします。

「所属研究機関受付中」の表⽰になっていれば、
送信が完了しています！



㉜教育企画・研究推進課で内容を確認いたします。
修正していただきたい箇所がある場合は科研電⼦申請システムで書類を差し戻した上で
ご連絡いたします。

科研電⼦申請システムのログインから以下の画⾯までは、
本マニュアルの①〜⑥をご参照ください。

緑⾊の「修正」ボタンをクリックすると、
⑨以降の⼊⼒画⾯に切り替わります。



㉝学内・学外に関わらず分担者がいる場合は、3⽉中に教育企画・研究推進課より
「科研費分担⾦配分額使⽤内訳表」の作成・提出依頼を⾏います。
「⽀払請求書」に⼊⼒した「2025年度請求額」の配分額を参考に作成してください。

所要額

未使⽤⾒込額
請求額

代表者 分担者A 分担者B

50,000円 30,000円 20,000円
600,000円 300,000円 200,000円

650,000円 330,000円 220,000円

当該年度（＝2024年度）の
直接経費の請求額（研究者別内訳）

さらに研究者ごとの「費⽬内訳」を決めてください。
代表者および学内分担者の場合はこの内訳が科研費Proに、学外分担者の場合は所属機関宛てに

教育企画・研究推進課より「分担⾦配分通知書」が送付されます（6⽉頃送付予定）。



㉝「⽀払請求書」は課題が終わるまで、毎年度2⽉頃に作成する必要があります。
今後も教育企画・研究推進課からのご案内を必ずご確認ください。

2024年度
研究開始

2025年度
2年度⽬

2026年度
3年度⽬

交付内定→交付申請 ⽀払請求 ⽀払請求

例


